
【資料４】 

 

 

平素から市政に対し、ご理解とご協力をいただきましてありがとうございます。 

泉佐野市では、人口減少社会に対応すべく、平成27年度に泉佐野市の「人口ビジョン」

と「総合戦略」を策定します。この調査は、これらを策定するにあたり、基礎資料とす

るために行うものです。 

調査にあたり、市内にお住まいの方 3,000 人を、住民基本台帳から無作為に抽出させ

ていただきました。 

なお、回収されたアンケート票は、統計的に処理し、本調査の目的以外に使用するこ

とはありません。また、このアンケートは無記名のため、個人が特定されることはあり

ません。 

ご多忙のところお手数ですが、この調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すようお願い申しあげます。 

 

平成 27 年６月 

泉佐野市長  千代松 大耕 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

１．ご回答は、封筒のあて名のご本人がお答えください。 

２．黒の鉛筆又はボールペンでご記入ください。 

３．回答は、あてはまる番号を○で囲んでください。各設問文に（１つ１つ１つ１つに○）、（あてはまる

ものすべてすべてすべてすべてに○）などと指定してありますので、それに従ってご回答ください。 

４．設問によっては、該当する番号に○をつけた方だけにお答えいただく設問がありますの

で、その説明に従いご回答ください。 

５．ご記入が済みましたら、お手数ですが同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、投函期限

までにご投函ください。 

投函期限：投函期限：投函期限：投函期限：６６６６月月月月 30303030 日（日（日（日（火火火火）まで）まで）まで）まで 

 

◎本調査への質問または不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

泉佐野市 市長公室 政策推進課 

住 所 大阪府泉佐野市市場東１丁目 295 番地の３ 

電 話 072-463-1212 内線 2421～2422 

ＦＡＸ 072-464-9314 

 

「地方創生（まち・ひと・しごと創生）に関するアンケート」への 

ご協力のお願い 
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あなたご自身についてうかがいます。 

問１．性別（１つ１つ１つ１つに○） 

１．男性 ２．女性 

 

問２．年齢（１つ１つ１つ１つに○） 

１．19 歳以下 

２．20～24 歳 

３．25～29 歳 

４．30～34 歳 

５．35～39 歳 

６．40～44 歳 

７．45～49 歳 

８．50～54 歳 

９．55～59 歳 

10．60～64 歳 

11．65 歳以上 

 

問３．職業（１つ１つ１つ１つに○） 

１．会社員（正規の職員） 

２．会社員（契約社員等） 

３．パート・アルバイト 

４．公務員 

５．自営業 

６．専業主婦（夫） 

７．学生 

８．無職 

９．その他（       ） 

 

問４．あなたのお住まいの地区はどこですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．佐野中学校区 

２．第三中学校区 

３．新池中学校区 

４．長南中学校区  

５．日根野中学校区 

 

問５．泉佐野市に住んで何年くらいですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．50 年以上 

２．40～50 年 

３．30～40 年 

４．20～30 年 

５．10～20 年 

６．５～10 年 

７．５年未満 

 

 

問６．あなたのご家族の構成は次のうちどれですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．単身（ひとり暮らし） 

２．一世代（夫婦のみ） 

３．二世代（親と子） 

４．三世代(親と子と孫)以上 

５．兄弟姉妹 

６．その他（ 

 

 

        ） 
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問７．あなたの親の状況は次のうちどれですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．同居 

２．市内で別居 

３．市外で別居 

４．すでに両親とも死亡 

５．その他（      ） 

 

問８．あなたの配偶者の親の状況は次のうちどれですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．同居 

２．市内で別居 

３．市外で別居 

４．すでに両親とも死亡 

５．その他（      ） 

６．結婚していない 

 

問９．あなたの兄弟・姉妹は次のうちどれですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．いない 

２．１人 

３．２人 

４．３人以上 

 

 

 

 

 住みやすさについてうかがいます。 

問 10．あなたは、泉佐野市のことが好きですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．とても好き 

２．まあまあ好き 

３．どちらともいえない 

４．あまり好きでない 

５．きらい 

 

問 11．泉佐野市が住みやすいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．自然環境が豊か 

２．交通の便がよい 

３．仕事がある 

４．通勤・通学の利便性 

５．安全安心な場所 

６．教育・保育サービスの充実度 

７．医療・福祉サービスの充実度 

８．家賃、土地の価格 

９．買い物をする店の多さ、近さ 

10．転入者への助成制度 

11．近所のつきあい、地域活動の活発さ 

12．まちの知名度 

13．生まれ育った土地 

14．その他（             ） 

15．わからない・特にない 
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問 12．泉佐野市が住みにくいと感じる点はどういった点ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．自然環境が豊かでない 

２．交通の便が悪い 

３．仕事がない 

４．通勤・通学がしにくい 

５．安全安心と感じられない 

６．教育・保育サービスが充実していない 

７．医療・福祉サービスが充実していない 

８．家賃、土地の価格が高い 

９．買い物をする店が少ない・遠い 

10．転入者への助成制度が足りていない 

11．近所のつきあい、地域活動が少ない 

12．まちの知名度が低い 

13．見知らぬ土地 

14．その他（             ） 

15．わからない・特にない 

 

問 13．あなたが、住む場所を検討する際に、重視する点は何ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．自然環境が豊か 

２．交通の便がよい 

３．仕事がある 

４．通勤・通学の利便性 

５．安全安心な場所 

６．教育・保育サービスの充実度 

７．医療・福祉サービスの充実度 

８．家賃、土地の価格 

９．買い物をする店の多さ、近さ 

10．転入者への助成制度 

11．近所のつきあい、地域活動の活発さ 

12．まちの知名度 

13．生まれ育った土地 

14．その他（             ） 

15．わからない・特にない 

 

問 14．あなたが、住む場所を決めたり、住宅を購入したりする際に、きっかけになり得る行政サービス

は何ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．転入者に対する税制優遇や補助金 

２．子育て世代への税制優遇や補助金 

３．二世帯住宅、三世代同居などへの助成 

４．定住促進パンフレット 

５．転入（移住）に関する相談窓口 

６．定住促進専用のホームページ 

７．住居に関する不動産情報の提供 

８．求人・求職のマッチング 

９．保育所・学童保育の充実 

10．医療費助成制度 

11．学力向上のための教育の充実 

12．英語教育など特徴のある教育 

13．地域コミュニティの充実 

14．市民団体活動、地域活動の支援 

15．その他（             ） 
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問 15．あなたは、今後も泉佐野市に住み続けるご予定ですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．住み続ける予定である 

２．予定はないが、いずれ引っ越すと思う 

３．近々、引っ越す予定である 

４．わからない 

 

 

【問 15 で「２．予定はないが、いずれ引っ越すと思う」、「3．近々、引っ越す予定である」を選択し

た方にうかがいます。】 

問 15-1．引っ越す理由は何ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．進学のため 

２．転勤・就業のため 

３．結婚のため 

４．妊娠・出産のため 

５．子どもの学校のため 

６．親の介護のため 

７．市のサービスに不満があるため 

８．生活環境がよくないため 

９．理由はない 

10．その他（             ） 

 

 

 

 

働くことについてうかがいます。 

 

問 16．あなたは、現在、どこで働いていますか（就労形態は問わない）。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．市内で働いている  

２．市外で働いている 

３．学生である 

４．働いていない 

 

 

【問 16 で「１．市内で働いている」、「２．市外で働いている」を選択した方にうかがいます。】 

問 16-1．現在、働いている環境で改善してほしい点は何ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．給与 

２．休みの日数（有給休暇の取得など） 

３．労働時間 

４．勤務シフト 

５．職場の人間関係 

６．仕事の内容・やりがい  

７．福利・厚生 

８．介護・育児休暇制度の促進 

９．法令順守（パワハラ・セクハラなど） 

10．その他（             ） 
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問 17．あなたは、今後、新たに職に就く、もしくは転職の希望はありますか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．就職・転職の希望はない ２．市内で就職・転職したい ３．市外で就職・転職したい 

 

【問 17 で「２．市内で就職・転職したい」と「３．市外で就職・転職したい」を選択した方にうかが

います。】 

問 17-1．あなたが（将来的に）仕事を選択する上で何を重視しますか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．給与 

２．休みの日数（有給休暇の取得など） 

３．労働時間 

４．通勤時間 

５．職場の人間関係 

６．仕事の内容・やりがい 

７．福利・厚生 

８．介護・育児休業制度の有無 

９．法令順守(パワハラ・セクハラがないなど） 

10．その他（             ） 

問 18．就労機会の向上等に向けて、泉佐野市が重点的に取り組むべきと感じるものはどれですか。  

（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．求人・求職のマッチング 

２．企業・事業所などと連携した職業体験 

３．企業情報などの情報発信 

４．合同就職（転職）説明会 

５．ビジネススキル向上のためのセミナー 

６．就労に関する相談窓口 

７．起業支援 

８．職場環境向上のための企業向け広報 

９．その他（             ） 

 

結婚についてうかがいます。 

問 19．あなたは、現在、結婚していますか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．独身 ２．結婚している（事実婚を含む）→問 21へ 

 

【問 19 で「１．独身」を選択した方にうかがいます。問 19-1、問 19-2、問 19-3 にお答えください。】 

問 19-1．今後の結婚に関するあなたの希望は次のうち、どれにあてはまりますか。        

（１つ１つ１つ１つに○。「１．」を選択の場合は、年齢も選択してください。） 

１．いずれ結婚するつもり   

 → 何歳までに結婚したいですか。（以下から１つ１つ１つ１つに○） 

（１．～20 歳、２．21～25 歳、３．26～30 歳、４．31～35 歳、５．36～40 歳、６．40 歳～） 

２．結婚するつもりはない 

３．わからない 
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問 19-2．現在、結婚していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．結婚したいと思える相手がいない 

２．家族を養うほどの収入がない 

３．精神的に自由でいられる 

４．経済的に自由がきく 

５．異性とうまく付き合えない 

６．仕事（学業）に打ち込みたい 

７．結婚資金が足りない 

８．まだ若すぎる 

９．出会う機会、きっかけがない 

10．結婚に意味を見出せない 

11．理由は特にない 

12．その他（             ） 

 

問 19-3．結婚した場合、泉佐野市に住み続けたいと思いますか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．住み続けたい ２．住み続けたくない ３．住む場所にこだわらない 

 

問 20．泉佐野市が重点的に取り組むべき結婚支援事業は何だと思いますか。            

（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．安定した雇用の支援 

２．若い夫婦への住まいの支援 

３．結婚祝い金などの経済的支援 

４．婚活イベントなどによる出会いの場の提供 

５．若い世代への結婚に関する講習会 

６．交際術やマナーなどを学ぶ講座 

７．行政がやる必要はない 

８．その他（             ） 

 

問 21．「ご夫婦の方(事実婚含む)」と「独身の方で交際相手がいる方」におうかがいします。どのよう

なきっかけでお知り合いになりましたか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．学校 

２．職場や仕事関係（アルバイトを含む） 

３．幼なじみ・近隣に住んでいた 

４．サークル活動やクラブ活動・習いごと 

５．友人や兄弟姉妹を通じて 

６．見合い（親せき・上役などの紹介も含む） 

７．結婚相談所 

８．街なかや旅先 

９．インターネットの恋愛・結婚情報サイト 

10．その他（             ） 

 

問 22．「ご夫婦の方(事実婚含む)」におうかがいします。結婚を機に働き方はどうなりましたか。   

（１つ１つ１つ１つに○） 

１．結婚前の仕事を続けた 

２．仕事の内容を変えて働き続けた 

３．新たに就職した 

４．仕事を辞めた  

５．結婚前後とも仕事をしていない 

６．その他（              ） 
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出産・育児についてうかがいます。 

※すべての方にお伺いします。※すべての方にお伺いします。※すべての方にお伺いします。※すべての方にお伺いします。    

問 23．あなたは、現在、お子さんが何人いますか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．１人 

２．２人 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上 

６．子どもはいない 

 

問 24．今後、何人のお子さんを持ちたいですか（１つ１つ１つ１つに○） 

１．１人 

２．２人 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上 

６．子どもはいらない 

 

問 25．あなたにとって、理想的な子どもの数は何人ですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．１人 

２．２人 

３．３人 

４．４人 

５．５人以上 

６．子どもはいらない 

 

問 26．理想的な子どもの数を実現するために、課題となること（なりそうなこと）は何ですか。 

（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎる 

２．家が狭い 

３．自分の仕事に差し支える 

４．子育てを手助けしてくれる人がいない 

５．子どもを預ける施設が整っていない 

６．妊娠・出産・子育てに関する情報不足 

７．年齢的な問題 

８．育児・出産の心理的・肉体的な負担 

９．配偶者の家事・育児への協力が見込めない 

10．その他（             ）

11．課題は特にない 
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問 27．「理想とする子どもの数より子どもの数が少ない方」にお聞きします。理想の子ども数と差があ

るのはどうしてですか。（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家が狭いから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．子どもを預ける施設が整っていないから 

６．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

７．高年齢で生むのはいやだから 

８．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

９．健康上の理由から 

10．不妊症、不育症のため 

11．配偶者の家事や育児への協力が得られないから 

12．配偶者が望まないから 

13．末子が配偶者の定年退職までに成人してほしいから 

14．その他（                                  ） 

 

問 28．今後、育児に関するサービスとして、泉佐野市が最も力を入れるべきだと思うのは次のうち、ど

れですか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．幼稚園・保育所・認定こども園などの定員の拡充 

２．子どもを預かるサービスの時間の延長 

３．子どもを預かる施設の教育・保育の質の向上 

４．子育てに関する施設・サービス・イベントなどの情報提供の充実 

５．各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付 

６．子育てにおける母子の保健・医療体制の充実 

７．子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施 

８．子育てに関する総合的な相談体制の充実 

９．その他（                                  ） 

10．行政が行うサービスをこれ以上増やす必要はない 
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問 29．「お子さんがいる方」におうかがいします。出産を機に働き方はどうなりましたか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．子どもの出産を機に仕事を辞めた 

２．仕事は辞めていない 

３．出産時点では仕事をしていなかった 

４．その他（             ） 

 

問 30．「子どもの出産を機に仕事を辞めた方」におうかがいします。仕事を辞めた理由は何ですか。   

（あてはまるものすべてすべてすべてすべてに○） 

１．家事や子育てに専念したかった 

２．職場が育児休暇等を利用しづらい雰囲気

だった 

３．配偶者や家族に退職を望まれた 

４．子育てと仕事の両立が難しそうだった 

５．その他（              ） 

 

 

 

人口減少社会におけるまちづくりについてうかがいます。 

問 31．現在（平成 27年３月）、泉佐野市の人口は 101,221 人です。あなたは将来何人くらいが本市の人

口としてちょうどよいと思いますか。（１つ１つ１つ１つに○） 

１．５万人未満 

２．５万人～10 万人 

３．10 万人程度 

４．10 万人～20 万人 

５．20 万～30万人 

６．わからない 

 

 

問 32．今後、人口減少が進んでいくと、あなたにとって最も困ることは何だとお考えでしょうか。 
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問 33．泉佐野市が活性化し、人口減少に歯止めをかけるためには、市としてどのようなことを重点的に

進めるべきだと思いますか。あなたが普段感じていることを教えてください。 

（ご自由にご自由にご自由にご自由に記入してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

ご記入済のアンケートは同封の返信用封筒に入れて 6 月 30 日(火）までに投函してください。 


